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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機繊維を含み、複数個の周縁部を有し、該複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウン
ト材料のマット、及び
　該第１周縁部に沿ってマウント材料のマットの内部に配置され、しかしながらマウント
材料全体をコーティングしない強化組成物の層
　を含む、耐腐食性マットであって；
　ここで、乾燥重量ベースで、次の化学式で表わされる少なくとも１つの化合物
　（Ｍｍ＋）ｄ（（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－）ｅ・（Ｈ２Ｏ）ｆ

　は、該強化組成物の５０重量％以上を構成するものであり、ここで
　各Ｍｍ＋はＨ＋以外の独立した陽イオン種で正電荷ｍ＋を有し、かつ
　（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－は電荷ｎ－を有する種を示し、ここでＺはホウ素であり、
更にここで：
　ｆは０以上の実数；
　ｄ、ｎ、ｑ及びｒは０以上の整数；
　ｅ、ｍ及びｐは１以上の整数；並びに
　ｄ×ｍはｅ×ｎに等しく；かつ
　可撓性である耐腐食性マット。
【請求項２】
　ハウジングと、
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　該ハウジング内に配置される汚染防止装置エレメントと、
　汚染防止エレメントとハウジングとの間に配置されている、請求項１に記載の前記耐腐
食性マットを含む、汚染防止装置。
【請求項３】
　汚染防止装置の製造方法であって、
　請求項１に記載の耐腐食性マットを、ハウジング（この中に汚染防止エレメントが配置
されている）の中に配置することにより、該耐腐食性マットが、汚染防止エレメントとハ
ウジングとの間に配置されることを含む、方法。
【請求項４】
　耐腐食性マットの製造方法であって、
　無機繊維及び複数個の周縁部を有し、更にその複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウ
ント材料のマットを提供すること、並びに
　液体溶媒に溶解した強化組成物を含む乾燥可能な液体を、第１周縁部に沿ってその無機
繊維に適用し、並びに
　該乾燥可能な溶液をほぼ乾燥させて、第１周縁部に沿って、しかしながらマウント材料
全体をコーティングしないように、内部に配置した強化組成物を含む層を提供することを
含む、方法であり、
　ここで、乾燥重量ベースで、次の化学式で表わされる少なくとも１つの化合物
　（Ｍｍ＋）ｄ（（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－）ｅ・（Ｈ２Ｏ）ｆ

　は、その強化組成物の５０重量％以上を構成するものであり、ここで
　各Ｍｍ＋はＨ＋以外の独立した陽イオン種で正電荷ｍ＋を有し、かつ
　（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－は電荷ｎ－を有する種を示し、ここでＺはホウ素であり、
更にここで：
　ｆは０以上の実数；
　ｄ、ｎ、ｑ及びｒは０以上の整数；
　ｅ、ｍ及びｐは１以上の整数；並びに
　ｄ×ｍはｅ×ｎに等しく；かつ
　耐腐食性マットは可撓性である方法。
【請求項５】
　無機繊維を含み、複数個の周縁部を有し、該複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウン
ト材料のマット、及び
　該第１周縁部に沿ってマウント材料のマットの内部に配置され、しかしながらマウント
材料全体をコーティングしない、強化組成物の層
　を含む、耐腐食性マットであって；
　ここで、乾燥重量ベースで、リン酸又はポリリン酸の少なくとも１つは、該強化組成物
の５０重量％以上を構成するものである、
　可撓性である耐腐食性マット。
【請求項６】
　耐腐食性マウント材料のマットの製造方法であって、
　無機繊維及び複数個の周縁部を有し、更にその複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウ
ント材料のマットを提供すること、並びに
　液体溶媒に溶解した強化組成物を含む乾燥可能な液体を、第１周縁部に沿ってその無機
繊維に適用し、並びに
　該乾燥可能な溶液をほぼ乾燥させて、第１周縁部に沿って、しかしながらマウント材料
全体をコーティングしない、内部に配置した強化組成物を含む層を提供することを含む、
方法であり、
　ここで、乾燥重量ベースで、リン酸又はポリリン酸の少なくとも１つはその強化組成物
の５０重量％以上を構成するものであり、
　耐腐食性マットは可撓性である方法。
【請求項７】
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　無機繊維を含み、複数個の周縁部を有し、該複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウン
ト材料のマット、及び
　該第１周縁部に沿ってマウント材料の内部に配置され、しかしながらマウント材料全体
をコーティングしない、強化組成物の層
　を含む、耐腐食性マットであって；
　ここで、乾燥重量ベースで、次の化学式で表わされる少なくとも１つの化合物
　（Ｍｍ＋）ｄ（（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－）ｅ・（Ｈ２Ｏ）ｆ

　は、該強化組成物の５０重量％以上を構成するものであり、ここで
　各Ｍｍ＋はＨ＋以外の独立した陽イオン種で正電荷ｍ＋を有し、かつ
　（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－は電荷ｎ－を有する種を示し、ここでＺはホウ素又はリン
であり、更にここで：
　ｆは０以上の実数；
　ｄ、ｎ、ｑ及びｒは０以上の整数；
　ｅ、ｍ及びｐは１以上の整数；並びに
　ｄ×ｍはｅ×ｎに等しく；かつ
　可撓性である耐腐食性マット。
【請求項８】
　耐腐食性マウント材料のマットの製造方法であって、
　無機繊維及び複数個の周縁部を有し、更にその複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウ
ント材料のマットを提供すること、並びに
　液体溶媒に溶解した強化組成物を含む乾燥可能な液体を、第１周縁部に沿ってその無機
繊維に適用し、並びに
　該乾燥可能な溶液をほぼ乾燥させて、第１周縁部に沿って、しかしながらマウント材料
全体をコーティングしない、内部に配置した強化組成物を含む層を提供することを含む、
方法であり、
　ここで、乾燥重量ベースで、次の化学式で表わされる少なくとも１つの化合物
　（Ｍｍ＋）ｄ（（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－）ｅ・（Ｈ２Ｏ）ｆ

　は、その強化組成物の５０重量％以上を構成するものであり、ここで
　各Ｍｍ＋はＨ＋以外の独立した陽イオン種で正電荷ｍ＋を有し、かつ
　（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－は電荷ｎ－を有する種を示し、ここでＺはホウ素又はリン
であり、更にここで：
　ｆは０以上の実数；
　ｄ、ｎ、ｑ及びｒは０以上の整数；
　ｅ、ｍ及びｐは１以上の整数；並びに
　ｄ×ｍはｅ×ｎに等しく；かつ
　耐腐食性マットは可撓性である方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　汚染防止装置は、大気汚染を抑制するために自動車に使用されている。こうした装置と
して２つの種類、即ち触媒コンバータ及びディーゼル微粒子フィルタ又はトラップが、現
在広範に使用されている。触媒コンバータは触媒を含有し、触媒は典型的には、コンバー
タ中に取り付けられたモノリシック構造体の上にコーティングされている。このモノリシ
ック構造（「モノリス」と呼ばれる）は典型的にはセラミックであるが、金属モノリスも
使用されている。触媒は一酸化炭素及び炭化水素を酸化し、自動車排気ガス中の窒素酸化
物を還元して大気汚染を抑制する。ディーゼル微粒子フィルタ又はトラップは一般に、ハ
ニカム状のモノリシック構造（これも「モノリス」と呼ばれる）を有するウォールフロー
型フィルタであり、典型的には多孔質結晶セラミック材料から製造される。
【０００２】
　典型的には、構築された状態で、これら各種類の装置が金属ハウジングを有し、この金
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属ハウジングはその中に金属又はセラミック（最も一般的にはセラミック）のモノリシッ
ク構造又はモノリシック要素を保持する。このセラミックモノリスは、一般に、広い表面
積を供給する非常に薄い壁を有し、脆く、かつ容易に破損しやすい。更に、自動車用触媒
コンバータに使用されるセラミックモノリスに関する現在の業界トレンドは、モノリスが
より滑らかな外側表面を有する方向に向かっており、缶封入手順中にセラミックモノリス
に対するマウント材料接着の維持がますます難しくなっている。また、セラミックモノリ
スは通常、使用時にこれを中に入れる典型的な金属ハウジング（例えばステンレススチー
ル製ハウジング）より、熱膨張係数が１桁少ない。道路の衝撃及び振動によるセラミック
モノリスへの損傷を避け、熱膨張の差を補い、モノリスと金属ハウジングとの間を排気ガ
スが通過することを防ぐために、多くの場合、セラミックモノリスと金属ハウジングとの
間にセラミックマット又は膨張シート材料が配置される。
【０００３】
　このマウント材料の先端縁部は使用中に、高温の排気ガスによって腐食することがあり
、これにより例えば、マウント材料の機械的な破損、又は排気ガスがマウント材料を通り
抜けモノリスを迂回、又は遊離したバーミキュライト若しくは繊維断片によるセラミック
モノリスセルの目詰まりを起こすことがあり得る。
【０００４】
　汚染防止装置内の排気ガス衝突によって生じる腐食を減らすには、現在、２つの方法が
用途に存在する。第一の方法は「ソフトシール」として当該技術分野において知られるも
ので、缶封入（canning）工程の前に、マウントマットの先端周縁部部分に、多結晶質マ
ットの耐腐食性ストリップをテープで止めるか又はその他の接着を行う。第二の方法には
、缶封入工程中にマウントマットの先端周縁部部分に硬化溶液を適用することが含まれる
。典型的な適用方法には、マウントマットの先端周縁部部分溶液を浸漬、スプレー、若し
くは塗布することが含まれ、マットで包んだモノリスをステンレススチール製シェル若し
くは缶に挿入する直前か、又はマットとモノリスをシェル若しくは缶に挿入した後に望む
縁部に液を適用する。硬化溶液は乾燥するとサポートマットの縁部が硬くなり、これをモ
ノリスに巻くとマウントマットにヒビが入ってしまうため、このプロセスは缶封入プロセ
ス中に行わなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような湿式プロセスは本質的に複雑な問題をはらみ、通常は望ましくない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　１つの態様において、本発明は次のものを含む耐腐食性マウント材料を提供する：
　無機繊維を含み、複数個の周縁部を有し、その複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウ
ント材料、及び
　第１周縁部に沿ってマウント材料の内部に配置され、しかしながらマウント材料の大部
分には接触しない、強化組成物の層；
　ここで、乾燥重量ベースで、次の化学式で表わされる少なくとも１つの化合物
　（Ｍｍ＋）ｄ（（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－）ｅ・（Ｈ２Ｏ）ｆ

　は、その強化組成物の主要部分を構成するものであり、ここで
　各Ｍｍ＋はＨ＋以外の独立した陽イオン種で正電荷ｍ＋を有し、かつ
　（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－は電荷ｎ－を有する種を示し、ここでＺはホウ素又はリン
であり、更にここで：
　ｆは０以上の実数；
　ｄ、ｎ、ｑ及びｒは０以上の整数；
　ｅ、ｍ及びｐは１以上の整数；並びに
　ｄ×ｍはｅ×ｎに等しく；かつ
　可撓性である耐腐食性マウント材料。
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【０００７】
　特定の実施形態において、強化組成物の追加層を、マウント材料上の第２の周縁部に沿
って内部に配置することができる。
【０００８】
　本明細書で使用される場合、用語「可撓性」とは後述に含まれる可撓性試験に合格する
性能を意味し、用語「層」にはマウント材料全体に広がるものは除外され、上付き記号「
＋」は正電荷を意味し、上付き記号「－」は負電荷を意味する。更に、ｄがゼロの場合、
ｎも必然的にゼロになり、（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）は実質的な電荷をもたない。
【０００９】
　本発明による耐腐食性マウント材料は、汚染防止装置での使用に適合させることができ
る。したがって別の態様において、本発明は、ハウジングと、そのハウジング内に配置さ
れた汚染防止エレメントと、汚染防止エレメントとハウジングとの間に配置された本発明
による耐腐食性マウント材料とを含む汚染防止装置を提供する。
【００１０】
　別の態様において、本発明は汚染防止装置を製造する方法を提供し、この方法には本発
明による耐腐食性マウント材料をハウジング内（この中に汚染防止エレメントが配置され
ている）に、その耐腐食性マウント材料が汚染防止エレメントとハウジングとの間になる
ように配置することが含まれる。
【００１１】
　また他の態様において、本発明は、耐腐食性マウント材料の製造方法を提供し、この方
法は次のものを含む：
　無機繊維及び複数個の周縁部を有し、更にその複数個の周縁部が第１周縁部を含むマウ
ント材料、並びに
　液体溶媒に溶解した強化組成物を含む乾燥可能な液体を、第１周縁部に沿ってその無機
繊維に適用し、並びに
　その乾燥可能な溶液をほぼ乾燥させて、第１周縁部に沿って、しかしながらマウント材
料の大半には接触することなく、内部に配置した強化組成物を含む層を提供し、
　ここで、乾燥重量ベースで、次の化学式で表わされる少なくとも１つの化合物
　（Ｍｍ＋）ｄ（（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－）ｅ・（Ｈ２Ｏ）ｆ

　は、その強化組成物の主要部分を構成するものであり、ここで
　各Ｍｍ＋はＨ＋以外の独立した陽イオン種で正電荷ｍ＋を有し、かつ
　（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－は電荷ｎ－を有する種を示し、ここでＺはホウ素又はリン
であり、更にここで：
　ｆは０以上の実数；
　ｄ、ｎ、ｑ及びｒは０以上の整数；
　ｅ、ｍ及びｐは１以上の整数；並びに
　ｄ×ｍはｅ×ｎに等しく；かつ
　耐腐食性マウント材料は、可撓性である。
【００１２】
　特定の実施形態において、前記の少なくとも１つの化合物は、ここにおいて、ホウ酸、
ホウ酸塩、リン酸、リン酸塩、これらの水和物、及びこれらの組み合わせからなる群から
選択される。特定の実施形態において、各Ｍｍ＋は金属陽イオン及びＮＲ４

＋からなる群
から独立して選択され、ここで各Ｒは独立したＨ又はアルキル基を表わす。特定の実施形
態において、前記強化組成物は、本質的に有機成分を含まない。特定の実施形態において
、無機繊維の少なくとも一部分が、結合剤によって互いに接着される。これら実施形態の
特定のものにおいて、この結合剤は有機材料を含む。
【００１３】
　特定の実施形態において、マウント材料は１平方メートル当たり乾燥坪量０．４～１５
キログラムである。特定の実施形態において、このマウント材料は更に、未膨張の膨張性
材料を含む。特定の実施形態において、この未膨張の膨張性材料には、バーミキュライト
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、グラファイト、又はこれらの組み合わせが含まれる。特定の実施形態において、この無
機繊維はセラミック繊維を含む。特定の実施形態において、強化組成物の層は内部方向の
厚さが１センチメートル以下である。特定の実施形態において、この方法は更に、耐腐食
性マウント材料を汚染防止装置の使用に適合させることを含む。
【００１４】
　本発明による耐腐食性マウント材料は、まず第一に可撓性であり、これにより割れ又は
破損なしに一般的なモノリス周囲に巻き付けることが可能である。更に、前述したような
汚染防止装置に使用した場合、この耐腐食性マウント材料は、排気ガスに対するある程度
の耐腐食性をもたらす。更に、この耐腐食性マウント材料は一般に製造が容易であり、缶
封入プロセス中のマウント材料の先端縁部への硬化溶液の適用などの追加的な工程を必要
としない。
【００１５】
　本明細書で使用する場合、用語「乾燥可能」は、存在する任意の液体溶媒が蒸発により
少なくとも実質的に除去することができることを意味する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の１つの実施形態による、代表的な耐腐食性マウント材料の概略的透視図
。
【図２】本発明の１つの実施形態による代表的な汚染防止装置の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１は、本発明による代表的な耐腐食性マウント材料１００を示す。ここで図１を参照
し、マウント材料１１０は、無機繊維１４０を有し、これが任意で結合剤（図には示され
ていない）により接着され、及び未膨張の膨張性粒子１３０を有する。マウント材料１１
０は複数の周縁部を有し、これにはそれぞれ、第１周縁部１２５、及び第２周縁部１２２
が含まれる。強化組成物の層１６０は、第１周縁部１２５に沿って、無機繊維１４０上の
内部に配置した強化組成物１２０を含むが、マウント材料１１０の大半には接触しない。
【００１８】
　望ましい場合は、強化組成物の第２の層を所望により、元の周縁部の反対側にある第２
周縁部に沿って同様に配置することができる。
【００１９】
　このマウント材料は無機繊維を含み、これが十分に絡まり、及び／又は互いに接着され
て、凝集したウェブを形成する。この繊維は、機械プロセス（例えばニードルタック又は
水流交絡）により絡めるか、及び／又は結合剤（例えば有機結合剤、無機結合剤、又はそ
れらの組み合わせ）の使用により接着することができる。いくつかの実施形態において、
このマウント材料には有機繊維も含めることができるが、含まれたとしてもその量は通常
僅かである。
【００２０】
　有用な無機繊維には、例えば、繊維ガラス、セラミック繊維、非酸化物無機繊維（例え
ばステンレススチール繊維又はホウ素繊維）、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００２１】
　有用なセラミック繊維には、例えば、アルミノボロシリケート繊維、アルミノシリケー
ト繊維、アルミナ繊維、それらの熱処理された種類、及びこれらの混合物が挙げられる。
好適なアルミノボロシリケート繊維の例には、ミネソタ州セントポールのスリーエム社（
3M Company）から市販されている、商品名「ネクステル３１２セラミック繊維（NEXTEL 3
12 CERAMIC FIBERS）」、「ネクステル４４０セラミック繊維（NEXTEL 440 CERAMIC FIBE
RS）」、及び「ネクステル５５０セラミック繊維（NEXTEL 550 CERAMIC FIBERS）」が挙
げられる。好適なアルミノシリケート繊維の例には、ニューヨーク州ナイアガラフォール
ズ（Niagara Falls）のユニフラックス社（Unifrax Corp.）から取引表記「ファイバーフ
ラックス（FIBERFRAX）」７０００Ｍとして、ジョージア州オーガスタ（Augusta）のサー
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マル・セラミックス（Thermal Ceramics）から取引表記「セラファイバー（CERAFIBER）
」として、及び日本、東京の新日鐵化学株式会社（Nippon Steel Chemical Company）か
ら取引表記「ＳＮＳＣ　タイプ　１２６０　Ｄ１（SNSC Type 1260 D1）」として入手可
能なものが挙げられる。好適な市販のアルミナ繊維の例には、英国ウィドネス（Widnes）
のサフィル（Saffil）社から市販されている、商品名「サフィル（SAFFIL）」として入手
可能な多結晶アルミナ繊維が挙げられる。好適なセラミック繊維の例は、米国特許第３，
７９５，５２４号（ソーマン（Sowman））及び同第４，０４７，９６５号（カースト（Ka
rst）ら）にも開示されている。
【００２２】
　他の好適な無機繊維には：石英繊維、高シリカ含有量の非晶質及び結晶性繊維、アルミ
ナ繊維及び高アルミナ繊維、非晶質及び結晶性アルミナ－シリカ繊維、酸化物及び非酸化
物繊維、金属繊維、溶融物からの吹き込み、紡績、牽引により形成された繊維、ゾル－ゲ
ル形成繊維、有機前駆体から形成された繊維、ガラス繊維、溶出ガラス繊維、及び実質的
に無機組成物の他の繊維が挙げられる。好適な無機繊維はまた、有機及び無機材料の表面
コーティング又はサイジングを含んでもよい。好適な無機繊維は、言うまでもなく、単独
で又は他の好適な無機繊維との組み合わせにおいて使用されてもよい。
【００２３】
　一般的に言えば、ショットの相当量を含有する無機繊維は、ショットを含まない、又は
部分的に浄化された無機繊維より安価である。しかしながら、ショットを含まない無機繊
維は、一般に、より弾力的な物品（例えば、ウェブ、シート、マット）を提供し、これは
室温への復帰を包含するすべての温度において、保持力をより良好に維持する。したがっ
て、マウント材料は、マウント材料の合計乾燥重量の、５０、３０、又は更に１５重量％
未満のショットを含み得る。
【００２４】
　このマウント材料に好適な有機結合剤は当該技術分野において既知であり、ラテックス
形態のポリマー及びエラストマー（例えば天然ゴムラテックス、スチレン－ブタジエンラ
テックス、ブタジエン－アクリロニトリルラテックス、並びにアクリレートとメタクリレ
ートのポリマー及びコポリマーのラテックス）を含む。典型的には、当該技術分野におい
て知られているように、有機結合剤は、特にウェットレイド製造プロセスにおいて、凝集
剤を使用することによりウェブの繊維状に凝集する。このような用途において好適な無機
結合剤は、当該技術分野において既知であり、四ケイ素フッ素雲母（水膨潤の未交換形態
、又は、二価又は多価カチオンとの交換塩として凝集）、及びベントナイトが含まれる。
【００２５】
　所望により、マウント材料は１つ以上の膨張材料（未膨張、部分的に膨張済み、膨張済
み、又はこれらの混合）を、典型的には所望の最終用途に応じて含み得る。例えば、約５
００℃を超える温度での使用において、未膨張のバーミキュライト材料が、それらが約３
００℃～約３４０℃の範囲の温度で膨張し始めるために好適である。これは、触媒コンバ
ータ中の膨張する金属ハウジングとモノリスとの間の膨張する隙間を充填するために有用
である場合がある。ディーゼルモノリス又は微粒子フィルタの中などでの約５００℃未満
の温度での使用において、膨張可能なグラファイト、又は膨張可能なグラファイトと未膨
張のバーミキュライト材料との混合物が好ましい場合があるが、これは膨張可能なグラフ
ァイトは、約２１０℃で膨張（expand）又は膨張（intumesce）し始めるためである。処
理したバーミキュライトもまた有用であり、典型的には、約２９０℃の温度で膨張する。
【００２６】
　有用な膨張性材料の例としては、未膨張のバーミキュライトフレーク又は鉱石、処理済
みの未膨張バーミキュライトフレーク又は鉱石、部分的に脱水されたバーミキュライト鉱
石、膨張可能なグラファイト、膨張可能なグラファイトと処理済み又は未処理の未膨張バ
ーミキュライト鉱石との混合物、加水黒雲母、水膨潤可能な合成四ケイ素フッ素型雲母（
例えば米国特許第３，００１，５７１号（ハッチ（Hatch））に記載されているもの）、
アルカリ金属ケイ酸塩細粒（例えば米国特許第４，５２１，３３３号（グレアム（Graham
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）ら）に記載されているもの）、処理済み膨張可能ケイ酸ナトリウム（例えばスリーエム
（3M）社から商品名「エクスパントロール（EXPANTROL）」として市販されている不溶性
ケイ酸塩ナトリウム）、及びこれらの混合物が含まれる。市販の膨張可能なグラファイト
材料の例は、オハイオ州クリーブランドのＵＣＡＲカーボン社（UCAR Carbon Co.）から
商品名「グラフォイル（GRAFOIL）グレード３３８－５０」膨張可能グラファイトフレー
クとして入手可能なものである。処理済み未膨張バーミキュライトフレーク又は鉱石には
、イオン交換塩（例えばリン酸二水素アンモニウム、硝酸アンモニウム、塩化アンモニウ
ム、塩化カリウム、又は当該技術分野において既知であるような他の好適な化合物）によ
るイオン交換などのプロセスによって処理された、未膨張のバーミキュライトが挙げられ
る。
【００２７】
　膨張シート材料を選択する際に考慮する要素としては通常、使用温度とモノリスのタイ
プ（例えばセラミックモノリス又は金属モノリス）が含まれる。好適な膨張シート材料は
通常、未膨張のバーミキュライト鉱石（市販のもので、例えばマサチューセッツ州ケンブ
リッジのＷ．Ｒ．グレース社（W.R.Grace and Co.）から入手可能）、有機結合剤、及び
／又は無機結合剤、セラミック繊維、及び充填剤（例えば粘土（カオリンなど）及び中空
セラミックのビーズ又はバブルなど）を含む。例えば米国特許第３，９１６，０５７号（
ハッチ（Hatch）ら）は、未膨張のバーミキュライト、無機繊維材料、及び無機結合剤を
含む膨張シート材料を開示している。米国特許第４，３０５，９９２号（ランガー（Lang
er）ら）では、アンモニウムイオン処理済みのバーミキュライト、無機繊維材料、及び有
機結合剤を含む膨張シート材料を開示している。更に、膨張シート材料は、例えばミネソ
タ州セントポールのスリーエム社（3M Company）から、商品名「インタラムマットマウン
ト（INTERAM MAT MOUNT）」で市販されている。
【００２８】
　典型的には、このマウント材料は、乾燥重量基準で３０～９９．５重量％（例えば、４
０～９８．５重量％、５０～９７重量％、又は６０～９７重量％）の無機繊維、０．５～
１２重量％（例えば、０．５、１．０、又は１．５から３、４、５、６、７、８、９、１
０、１１、又は１２重量％まで）の無機及び／又は無機の結合剤、並びに任意に６０重量
％までの膨張性材料を含むが、ただしこの範囲外になる組成もまた使用されてもよい。膨
張材料がマウント材料に含まれていない実施形態において、乾燥重量基準で無機繊維の割
合が通常、少なくとも８５％（例えば、重量基準で少なくとも９０、９１、９２、９３、
９４、９５重量％又はそれ以上）であり、ただしこれより低い重量パーセンテージのもの
も使用することができる。
【００２９】
　このマウント材料は、任意に１つ以上の無機充填剤、無機結合剤、有機結合剤、有機繊
維、及びこれらの混合物を含んでもよい。
【００３０】
　充填剤の例には、層剥離バーミキュライト、中空のガラスミクロスフェア、パーライト
、アルミナ三水和物、炭酸カルシウム、及びこれらの混合物が挙げられる。充填剤は、マ
ウント材料中に、５％まで、１０％まで、又は２５％まで、又はそれ以上の濃度で存在し
てもよい。ただし充填剤を高濃度で使用すると、マウント材料の弾力性を低下させる傾向
が生じる場合がある。
【００３１】
　無機結合剤の例には、雲母粒子、カオリン粘土、ベントナイト粘土、及び他の粘土様鉱
物が挙げられる。無機結合剤は、マウント材料の乾燥重量に基づき、マウント材料中に５
％まで、１０％まで、１５％まで、又はそれ以上の濃度で存在してもよい。ただし無機結
合剤を高濃度で使用すると、マウント材料の弾力性を低下させる傾向が生じる場合がある
。
【００３２】
　所望により、有機繊維（例えば、短繊維又はフィブリル化繊維）は例えば、加工中に湿
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潤強度を供給し、並びに缶封入（canning）前にマット及びシートマウント材料に乾燥強
度及び弾力性を供給するために、本発明のマウント材料中に含めることができる。しかし
ながら、一般に、こうした繊維は好ましくない燃焼に寄与するために、それらの含有量を
最小にすることが望ましい。
【００３３】
　本発明によるマウント材料中に含めることができる他の添加物又は加工助剤には、消泡
剤、界面活性剤、分散剤、湿潤剤、塩析のための塩、殺真菌剤、及び殺菌剤が挙げられる
。
【００３４】
　マウント材料は通常、汚染防止装置に適した物理的特性を有するよう配合される。ただ
し所望に応じて別の物理的特性に配合することもできる。
【００３５】
　耐腐食性マウント材料は、例えば具体的な用途条件に応じて、任意の望ましいサイズ及
び形状に製造することができる。例えば、自動車用触媒コンバータは一般的にはディーゼ
ル用コンバータよりも小さく、通常これに対応してより小さなマウントマットが必要とな
る。マウントマットは、複数の層のマットでモノリス周囲を巻くよう重ねることができる
。典型的には、各膨張性耐腐食性マウント材料の厚さは約１．５ｍｍ～約２０ｍｍの範囲
であるが、ただしこれ以外の厚さ（例えばこれより薄いもの又は厚いもの）も使用するこ
とができる。
【００３６】
　典型的には、このマウント材料は乾燥坪量が約４００ｇ／ｍ２～約１５ｋｇ／ｍ２の範
囲であるが、この範囲外の坪量のものも使用することができる。更に、マウント材料の引
張り強度は少なくとも、５０ｋＰａ（１平方インチ当たり７．３ポンド）、典型的には少
なくとも１００ｋＰａ（１５．５ｐｓｉ）、更に典型的には少なくとも２００ｋＰａ（３
１５ｐｓｉ）であり得る（例えば２００～３００ｋＰａの範囲）。
【００３７】
　強化組成物は、次の化学式で示される少なくとも１つの化合物を含む（例えば、これか
ら本質的になる、又は更に、これからなる）：
　（Ｍｍ＋）ｄ（（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－）ｅ・（Ｈ２Ｏ）ｆ

　これは、マウント材料の第１周縁部に対し、自動車排気系に見られるタイプの高温排気
ガスに対する耐腐食性をもたらすことができる。一般に、上記の式で表わされる化合物は
、ホウ酸及びリン酸以外は、塩（例えば、水溶性塩又は非水溶性塩）である。乾燥重量ベ
ースで、前記の少なくとも１つの化合物には、この強化組成物の大半が含まれる。例えば
、乾燥重量ベースで、前記の少なくとも１つの化合物は、前記の強化組成物の重量のうち
５０％以上、５５％以上、６０％以上、６５％以上、７０％以上、７５％以上、８０％以
上、８５％以上、９０％以上、更には９５％以上を含む。
【００３８】
　各数量Ｍｍ＋はＨ＋以外の陽イオン種で、電荷ｍ＋を有するものを独立して表わす。好
適な陽イオン種の例としては、例えばＬｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｍｇ２＋、Ｃａ２＋、Ａｌ
３＋、Ｆｅ３＋、Ｃｒ３＋、Ｃｒ６＋、Ｎｉ２＋、又はＺｎ２＋などの金属イオン、アン
モニウムイオン、有機陽イオン（例えばスルホニウム、ホスホニウム、アンモニウム（例
えばモノ－、ジ－、トリ－、又はテトラアルキルアンモニウム、及びベンザルコニウム）
）、有機金属陽イオンが含まれる。アルカリ金属陽イオンが使用される場合は、無機繊維
を溶かすことがあり、更に約８００℃を上回る温度ではマットの弾力性に有害な影響が生
じることがあるため、注意深く使用すべきである。
【００３９】
　数量ｆはゼロ以上の実数（例えば０、１、２、３．４、４．７など）であり、整数と分
数の両方の水和物の存在を認識する。数量ｄ、ｎ、ｑ、及びｒはゼロ以上の整数である（
例えば０、１、２、３など）。数量ｅ、ｍ、及びｐはゼロ以上の整数である（例えば０、
１、２、３、４など）。
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【００４０】
　各数量の（ＺｐＯｑ（ＯＨ）ｒ）ｎ－は、電荷ｎ－を有する種を表わし、ここでＺはホ
ウ素又はリンを表わす。ｄ×ｍ＝ｅ×ｎであるため、ｄがゼロのときはｎがゼロになる。
ｎがゼロに等しい化合物の例には、ホウ酸、リン酸、ポリリン酸、及びこれらの水和物が
含まれる。
【００４１】
　強化組成物に含まれ得る化合物の例には、ホウ酸、ホウ砂、リン酸、リン酸マグネシウ
ム（例えば、水酸化マグネシウムとリン酸の逐次適用、及び順を追った適用によって調製
）、二水素リン酸アルミニウム、ホウ酸エステル（これは水又は蒸気に接触すると自発的
に加水分解してホウ酸を生成する）が含まれる。
【００４２】
　本発明に含まれる特定のリン酸塩は、約１５０℃を超える温度に加熱されると、マウン
ト材料を硬化させる傾向を有することがある。したがって、これらはこれより低い温度で
乾燥すべきである。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、少量のコロイド状材料（例えばシリカ又はアルミナゾル
）も溶液中に存在することができる。しかしながらこれらの材料は耐腐食性マウント材料
に剛性を付与する傾向があり、通常、これらは注意深く少量で用いるべきである。
【００４４】
　場合によっては、例えば、各溶液の化合物が互いに反応する（例えばそれによって沈殿
を生じる）場合には、２つの溶液を順次使用するのが望ましい場合がある。
【００４５】
　汚染防止装置への適切な取り付けを促進するため、強化組成物には更に、強化材料の場
所を視覚的に示すための着色剤を含めることが可能である。代表的な着色剤には顔料及び
／又は染料が含まれる。
【００４６】
　強化組成物には更に任意に、例えば着色剤香料、増粘剤、界面活性剤、分散剤、湿潤剤
、難燃化剤、殺生物剤、その他同様の、相互に干渉し合わない化合物を追加で含めること
ができる。
【００４７】
　コンポーネント（例えば触媒コンバータモノリス）の効果を減らす傾向があることがあ
る初期バーンアウトを最小限に抑えるために、強化組成物の有機物要素（有機陽イオン種
、有機陰イオン種、又は中性有機化合物のいずれでも）の量を少なくしてもよい。例えば
、乾燥重量ベースで、強化組成物には、その合計重量に対して２０％未満、１０％未満、
又は５％未満の有機化合物を含めることができる。有利なことに、この強化組成物は、有
機化合物を本質的に含まない（即ち、固体ベースで強化組成物の合計重量の１％未満だけ
含む）、又は有機化合物をまったく含まないよう配合することができる。
【００４８】
　強化組成物の配合と適用レベルの決定に際しては、その耐腐食性マウント材料が、本発
明の大きな利点の１つである可撓性試験に合格できることを確実にするために、注意を払
わなければならない。適用レベル及び適用方法の具体的な選択は、当業者によって容易に
決定され、通常は例えば、使用するマウント材料、特定の強化材料及びその溶液の濃度、
並びに縁部からマウント材料への望ましい浸透深さによって異なる。
【００４９】
　同様に、耐腐食性は、高温の排気ガスに対する曝露により、強化組成物がマウント材料
のコンポーネントと接着することによって、マウント材料の周縁部に付与される。有利な
ことに、本発明による耐腐食性マウント材料は、扱い難い保持手段（例えば縁部保護材を
保持するためのスクリーン又はテープなど）の必要なしに便利に製造することができ、典
型的には、入手可能な市販の耐腐食性マウント材料よりも取り付け時の扱いが容易である
。更に、周縁部に沿って強化層を適用することにより、一般的に、マウント材料の弾力特
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性をほとんど損なうことなく保持することが可能である。
【００５０】
　強化組成物は、典型的には、前述の化合物を液体溶媒に溶かした溶液（例えば乾燥可能
な溶液）として取り扱うことができ、この溶液は、適切な方法（例えば浸漬、ロールコー
ティング、スプレー、又は塗布など）、及びその後の液体溶媒除去によって適用される。
液体溶媒には例えば、水、有機溶媒、又は水性溶媒（即ち水と水溶性有機溶媒からなる）
を含めることができる。
【００５１】
　典型的には、この強化組成物の溶液は、固体成分が約１～約２０重量％の範囲、より典
型的には約２～約１５％の範囲、更により典型的には約５～１０％の範囲となる。しかし
ながら、これより高濃度又は低濃度も、特定の材料要件について望ましい場合には使用す
ることができる（例えば、最高約８５重量％のリン酸を使用することができる）。一般的
に、強化組成物のコーティング重量が増大すると（例えば、溶液中の強化組成物の濃度が
高いものを使用することによって達成）、耐腐食性は同じか又は向上するが、可撓性はコ
ーティング重量が少ない場合よりも低くなる。したがって、強化材料層の内部方向（即ち
、マウント材料の中央に向かう方向）の深さ、及びそのコーティング合計重量は通常、望
ましいレベルの耐腐食性を達成するのに必要な最小限に抑えられる。比較すると、強化材
料層がマウント材料全体に広がっているマウント材料（これに対応して強化材料のコーテ
ィング合計重量も増大する）の場合、本発明の耐腐食性マウント材料に比べ、可撓性と弾
力性の度合いが失われる。
【００５２】
　典型的には、周縁部に沿って縁部全体をコーティングするのに十分な量の溶液が適用さ
れる。ただし、程度が些少な、僅かなコーティングの欠損は、場合によっては受容され得
る。溶液を適用すると、その溶液がマウント材料の内部へ浸透して層を形成し（例えばス
トライプ状）、液体溶媒を除去した後に強化組成物の層が残される。例えば、内部方向の
厚さ（即ち周縁部からの距離）が５センチメートル以下、４センチメートル以下、３セン
チメートル以下、２センチメートル以下、更には１センチメートル以下であり、ただしマ
ウント材料全体が強化組成物によってコーティングされてしまわない限りは、内部方向の
厚さを更に厚くして用いることもできる。
【００５３】
　液体溶媒の除去は、例えば室温での蒸発、又は高温での蒸発などの方法によって達成で
きる。典型的には、高温（例えば約１５０℃を超える温度）で加熱すると強化組成物が硬
化する傾向がある場合があるため、低い温度で乾燥させる方が望ましい。同様に、いくつ
かの実施形態において、可撓性を改善するために強化組成物に湿潤剤を含めることが望ま
しい場合がある。
【００５４】
　本発明による耐腐食性で可撓性のマウント材料は、任意の寸法及び／又は厚さにするこ
とができる。しかしながら、汚染防止装置に使用するには、この耐腐食性で可撓性のマウ
ント材料の厚さ、及び同様のマウント材料の厚さは、典型的には、０．３ｃｍ（０．１イ
ンチ）、０．３８ｃｍ（０．１５インチ）、又は０．５ｃｍ（０．２インチ）から、０．
８ｃｍ（０．３）、１．３ｃｍ（０．５）、１．８ｃｍ（０．７）、２．５ｃｍ（１イン
チ）又はそれ以上までの範囲となる。
【００５５】
　典型的には、マウント材料の乾燥坪量は、１平方メートル当たりのグラム数（ｇｓｍ）
が４００、７００、１０００、１５００、又は２０００から、５０００、１００００、又
は１５０００ｇｓｍ、又はそれ以上までの範囲となる。例えば、非膨張性マウント材料は
、典型的には、４００～２５００ｇｓｍ、より典型的には１０００～１８００ｇｓｍの乾
燥坪量を有する。膨張性マウント材料は、典型的には１２００～１５０００ｇｓｍ、より
典型的には２４００～８０００ｇｓｍの乾燥坪量を有する。このマウント材料は、任意の
好適な技法によって作製することができ、例えば、当該技術分野において周知のエアレイ
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ド法やウェットレイド法を用いて作製できる。
【００５６】
　１つの代表的かつ有用な方法では、無機繊維、及び有機ポリマーの水中スラリー（例え
ば、典型的には、水の重量の９５重量％を超える）が調製され、凝集剤と組み合わされる
。任意成分（例えば、消泡剤、膨張性材料、又は充填剤）が次に添加され（使用される場
合）、そしてスラリーは次に従来的なウェットレイド不織布抄紙技術によってマウント材
料に形成される。つまり、このプロセスには、成分を混合し、スラリーをワイヤーメッシ
ュ又はスクリーン上に注いで水の大部分を取り除くことが含まれる。形成されたシートは
次に乾燥させ、マウント材料を形成する。マウント材料は次に、シート及びマットなどの
望ましい形態に変換することができる。プロセスは、段階的に行うことも、バッチで行う
ことも、及び／又は連続方式で行うこともできる。
【００５７】
　スラリーを作製するとき、沈積工程の直前に、任意の膨張性材料及びより高密度の充填
剤（使用される場合）のようなより高密度の材料を、より小さい混合容器中のスラリーに
、一定速度で添加してもよい。充填剤及び膨張性材料を含有するスラリーは、十分に攪拌
され、スラリーをメッシュ上に注ぐ前にこれらの粒子が混合タンク中に沈殿するのを防ぐ
。こうしたスラリーは、より高密度の粒子の望ましくない沈殿を防ぐために、典型的には
、メッシュ上に沈積させたほぼ直後に部分的に脱水されるべきである。スラリーの真空脱
水が望ましい。有用な乾燥方法は、当該技術分野において既知のように、脱水されたスラ
リーを圧縮又は加圧ローラーを通してウェットプレスし、続いて材料に加熱されたローラ
ーを通過させ、強制熱風乾燥を行うことを含む。
【００５８】
　本発明による耐腐食性マウント材料は、モノリスのハウジング内へのマウント、及び／
又はエンドコーン断熱のためのマウント材料（例えばマウントマット）として、汚染防止
装置に有用である。例えば、耐腐食性マウント材料は、モノリスを耐腐食性マウント材料
で巻き、ハウジング内にその巻いたモノリスを挿入することによって、あるいは、内側エ
ンドコーンハウジングを耐腐食性マウント材料で巻き、次に外側エンドコーンハウジング
を内側エンドコーンハウジングに溶接することによって、モノリスとハウジングの間に配
置することができる。マウントされると、この強化組成物で処理された耐腐食性マウント
材料の周縁部は通常、排気流の上流側方向に向けられる。ただし後側の乱流についても考
慮すべきである。
【００５９】
　強化組成物は熱によって活性化することができる。いったん活性化されると（例えば高
温の排気ガスや炎、又は自動車に取り付ける前に炉に入れるなどによって）、配置される
マウント材料近位側の縁部の耐腐食性が強化される。典型的には、約１５０℃～約３００
℃の範囲の温度でこの強化組成物が活性化される。ただし、この範囲外の温度も用いるこ
とができる。活性化は、汚染防止装置（例えば触媒コンバータ）の固有の温度に曝露させ
ることにより達成することができる。汚染防止装置の操作温度が、その強化組成物の活性
化温度よりも低い場合には、活性化温度を上回る温度までその汚染防止装置を加熱してか
ら自動車に取り付けるようにすると、都合が良い場合がある。
【００６０】
　図２を参照すると、代表的な汚染防止装置２００は、ハウジング２１２を包含し、ほぼ
円錘形の入口２１４及び出口２１６（即ち、エンドコーンと一般的に称される）を有する
。ハウジング２１２、これは缶又はケーシングと一般的に称され、金属（例えばステンレ
ススチール）から通常作製される。ハウジング２１２内に配置されるのはモノリス２１８
であり、これは通常セラミック材料又は金属材料製であり、触媒を含むことができる。耐
腐食性マウント材料２１０がモノリス２１８の周囲を取り囲んでいる。強化組成物層２６
０を有する耐腐食性マウント材料２１０の第１縁部２２５は、入口２１４方向に向いてい
る。モノリス２１８は例えば、触媒コンバータのエレメント、又はディーゼル微粒子フィ
ルタエレメントとすることができる。
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【００６１】
　入口２１４及び出口２１６には、内側エンドコーンハウジング２２８及び外側エンドコ
ーンハウジング２２６が含まれる。絶縁材料２３０が、内側エンドコーンハウジング２２
８と外側エンドコーンハウジング２２６との間に配置される。本発明による耐腐食性可撓
性マウント材料は、断熱材２３０として使用することができる。その場合、強化組成物層
は通常、モノリス方向に向けられるが、これは必須ではない。
【００６２】
　汚染防止装置の多くの例が当該技術分野において既知であり、例えば触媒コンバータ、
エンドコーンサブアセンブリ、選択的触媒還元（ＳＣＲ）装置、ディーゼル微粒子トラッ
プ及びフィルタが含まれる。このような装置に関する詳細は、例えば米国特許第５，８８
２，６０８号（サノッキ（Sanocki）ら）、同第６，２４５，３０１号（ストルーム（Str
oom）ら）、及び再発行特許第２７，７４７号（ジョンソン（Johnson）、及び米国公開特
許出願第２００６／０１５４０４０　Ａ１号（メリー（Merry））に記載されているもの
があり得る。
【００６３】
　本発明の目的及び利点を以下の非限定的な実施例により更に例示するが、これらの実施
例の中で挙げた特定の材料及びその量、並びに他の条件及び詳細は、本発明を不当に限定
するように解釈されるべきではない。
【実施例】
【００６４】
　特に記載のない限り、実施例及び本明細書の残りの部分における全ての部分、割合、及
び比率は、重量による。下記の表において、用語「ＮＭ」は「測定せず」を意味する。
【００６５】
　表１（下記）は、実施例全体に使用される略称を列記したものである：
【００６６】
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【表１】

【００６７】
　試験方法：
　可撓性試験：
　試験を行う試料は、幅２．５ｃｍ（１インチ）×長さ１８ｃｍ（７インチ）の大きさに
し（通常は切断される）、存在する任意の強化組成物が１８ｃｍ（７インチ）の辺に沿っ
て位置するようにする（即ち処理済み縁部となる）。この試料の長さ方向を、直径６．４
ｃｍ（２．５インチ）のスチール製マンドレルに巻き付け、その処理済み縁部（ある場合
）がマンドレルの円周を包み込むようにする。試料が、半分に割れたり大きな畝になって
壊れたりすることなく、マンドレルの円周形状に適合するならば、その試料は合格である
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。表面の軽度の割れは受容される。試料の厚みの大半にわたるようなひび割れが生じた試
料は不合格と見なされる。
【００６８】
　低温腐食試験：
　処理済み縁部の完全性を保持しつつ、試験を行う試料を２．５４ｃｍ×２．５４ｃｍ（
１インチ×１インチ）の寸法の正方形に切断し、重量を測定し、望ましい取り付け密度に
なるよう、及び処理済み縁部が露出したままになるよう、金属製スペーサーを用いて２枚
の金属プレート（ニッケル／クロム合金、ウェストバージニア州ハンティントンのインコ
・アロイズ・インターナショナル社（Inco Alloys International）から商品名「インコ
ネル（INCONEL）６０１」として入手可能）の間に水平に取り付ける。取り付け密度は、
金属製スペーサーの間に均等に試料を圧縮して均一な厚さにすることにより達成される。
試料の坪量を、次に、圧縮した試料の厚みで割ることにより、取り付け密度が算出される
。結果として得られたアセンブリを８００℃で２時間加熱し、次に室温まで冷ます。結合
剤が燃え尽きた後の重量を記録する。
【００６９】
　このアセンブリをエアジェットの前に３．８ｍｍの距離で置き、このマットの処理済み
縁部に対して１分間当たり２０サイクルのペースで前後に振動させることを２４時間行う
。このエアジェットは、秒速１７８メートルの速度で試料の処理済み縁部に衝突する。こ
の試料の重量を再び測定し、損失重量を調べる。腐食率は、結合剤が燃え尽きた後の重量
損失を試験時間で割り、１時間当たりの損失グラム数（ｇ／ｈｒ）として報告される。
【００７０】
　高温腐食試験：
　処理済み縁部の完全性を保持しつつ、試験を行う試料を２．５４ｃｍ×２．５４ｃｍ（
１インチ×１インチ）の寸法の正方形に切断し、重量を測定し、望ましい取り付け密度に
なるよう、及び処理済み縁部が露出したままになるよう、金属製スペーサーを用いて２枚
の金属プレート（ニッケル／クロム合金、ウェストバージニア州ハンティントン（Huntin
gton）のインコ・アロイズ・インターナショナル社（Inco Alloys International）から
商品名「インコネル（INCONEL）６０１」として入手可能）の間に水平に取り付ける。結
果として得られたアセンブリを８００℃で２時間加熱し、次に室温まで冷ます。結合剤が
燃え尽きた後の重量を記録する。
【００７１】
　このアセンブリを、５００℃に加熱したエアジェットの前に３．８ｍｍの距離で置き、
このマットの処理済み縁部に対して１分間当たり２０サイクルのペースで前後に振動させ
ることを２４時間行う。このエアジェットは、秒速１７８メートルの速度で試料の処理済
み縁部に衝突する。上側の金属製プレートは８００℃に、下側の金属プレートは４７５℃
に加熱される。２４時間後、試料を冷まし、再び重量を測定して重量損失を調べる。腐食
率は、結合剤が燃え尽きた後の重量損失を試験時間で割り、１時間当たりの損失グラム数
（ｇ／ｈｒ）として報告される。
【００７２】
　実施例１Ａ～２３及び比較例Ａ～Ｇ
　下記の手順に従って、ＭＡＴ１に対してさまざまな縁部処理が適用された。この縁部処
理材料は、記載の溶媒に溶解し、一晩置いて安定化させた。
【００７３】
　試料は、ＭＡＴ１の通常のロールから１８ｃｍ（７インチ）×１８ｃｍ（７インチ）に
裁断した。各サンプルの１つの縁部を、浅いバットに入った表２に示す溶液に浸漬した。
このバットは２３ｃｍ×３０．５ｃｍ（９インチ×１２インチ）、深さ約２．５ｃｍ（１
インチ）であった。このバットは僅かに傾けて（１５度）置き、溶液をバットの２３ｃｍ
（９インチ）の辺に集めた。典型的には、毛管現象によりサポートマットにこの溶液を均
等に吸い上げさせるには５秒未満で十分であった。この手順を各実験条件について繰り返
した。サンプルを溶液に浸漬した後、室温で一晩乾燥させた。
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【００７４】
　マットへの吸収を助けるため、水性溶液１００グラムにつきＳＵＲＦ１を２滴加えた。
適用の前に、水性溶液及びバットを８０℃に加熱した。他の溶媒のサンプルは室温で適用
した。低温腐食試験の項に従ってこの試料に対する試験が行われた。マウント密度は０．
７ｇ／ｃｍ３であった。観察された腐食速度（１時間当たりのグラム数）が表２（下記）
に報告されている。ここで実施例１７～２３及び比較例Ｇは単一のデータ点を表わしてお
り、よって標準偏差は計算することができない。
【００７５】
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【表２－１】

【００７６】
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【表２－２】

【００７７】
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【表２－３】

【００７８】
　実施例２４～２５及び比較例Ｈ～Ｉ
　下記の手順に従って、ＭＡＴ４に対してさまざまな縁部処理が適用された。この縁部処
理材料は、記載の溶媒に溶解し、一晩置いて安定化させた。
【００７９】
　試料は、ＭＡＴ４の通常のロールから１８ｃｍ（７インチ）×１８ｃｍ（７インチ）に
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裁断した。各サンプルの１つの縁部を、浅いバットに入った表３に示す溶液約１０グラム
に浸漬した。このバットは２３ｃｍ×３０．５ｃｍ（９インチ×１２インチ）、深さ約２
．５ｃｍ（１インチ）であった。このバットは僅かに傾けて（１５度）置き、溶液をバッ
トの２３ｃｍ（９インチ）の辺に集めた。典型的には、毛管現象によりサポートマットに
この溶液を均等に吸い上げさせるには５秒未満で十分であった。この手順を各実験条件に
ついて繰り返した。サンプルを溶液に浸漬した後、室温で一晩乾燥させた。
【００８０】
　マットへの吸収を助けるため、水性溶液１００グラムにつきＳＵＲＦ１を２滴加えた。
適用の前に、水性溶液及びバットを８０℃に加熱した。他の溶媒のサンプルは室温で適用
された。低温腐食試験の項に従ってこの試料に対する試験が行われた。マウント密度は０
．２４５ｇ／ｃｍ３であった。観察された腐食速度（１時間当たりのグラム数）が表３（
下記）に報告されている。
【００８１】
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【表３】

【００８２】
　実施例２６～３１及び比較例Ｊ
　下記の手順に従って、ＭＡＴ５に対してさまざまな縁部処理が適用された。この縁部処
理材料は、記載の溶媒に溶解し、一晩置いて安定化させた。
【００８３】
　試料は、ＭＡＴ５の通常のロールから１８ｃｍ（７インチ）×１８ｃｍ（７インチ）に
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裁断した。各サンプルの１つの縁部を、浅いバットに入った表４に示す溶液５グラムに浸
漬した。このバットは２３ｃｍ×３０．５ｃｍ（９インチ×１２インチ）、深さ約２．５
ｃｍ（１インチ）であった。このバットは僅かに傾けて（１５度）置き、溶液をバットの
２３ｃｍ（９インチ）の辺に集めた。典型的には、毛管現象によりサポートマットにこの
溶液を均等に吸い上げさせるには５秒未満で十分であった。この手順を各実験条件につい
て繰り返した。サンプルを溶液に浸漬した後、室温で一晩乾燥させた。
【００８４】
　マットへの吸収を助けるため、水性溶液１００グラムにつきＳＵＲＦ２を２滴加えた。
適用の前に、水性溶液及びバットを８０℃に加熱した。低温腐食試験の項に従ってこの試
料に対する試験が行われた。マウント密度は０．５９ｇ／ｃｍ３であった。観察された腐
食速度（１時間当たりのグラム数）が表４（下記）に報告されている。実施例２１につい
ては、マットを最初に１０％ＭＡＰ　２グラムに浸漬し、次に濡れたままの状態で、１０
％ホウ酸溶液３グラムに浸漬した。温度は両方とも８０℃で行った。
【００８５】
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【表４】

【００８６】
　実施例３２及び比較例Ｋ
　下記の手順に従って、ＭＡＴ１に対して縁部処理が適用された。この縁部処理材料は、
記載の溶媒に溶解し、一晩置いて安定化させた。
【００８７】
　試料は、ＭＡＴ１の通常のロールから１８ｃｍ（７インチ）×１８ｃｍ（７インチ）に
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裁断した。各サンプルの１つの縁部を、浅いバットに入った表５に示す溶液約１０グラム
に浸漬した。このバットは２３ｃｍ×３０．５ｃｍ（９インチ×１２インチ）、深さ約２
．５ｃｍ（１インチ）であった。このバットは僅かに傾けて（１５度）置き、溶液をバッ
トの２３ｃｍ（９インチ）の辺に集めた。典型的には、毛管現象によりサポートマットに
この溶液を均等に吸い上げさせるには５秒未満で十分であった。この手順を各実験条件に
ついて繰り返した。サンプルを溶液に浸漬した後、室温で一晩乾燥させた。
【００８８】
　高温腐食試験の項に従ってこの試料に対する試験が行われた。マウント密度は０．７ｇ
／ｃｍ３であった。観察された腐食速度（１時間当たりのグラム数）が表５（下記）に報
告されている。
【００８９】
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【表５】

【００９０】
　本発明の種々の修正及び変更は、本発明の範囲及び趣旨を逸脱しなければ当業者によっ
て行われてよく、また本発明は、本明細書に記載された例示的な実施形態に不当に限定さ
れるべきではないと理解されるべきである。
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【図１】
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